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報告、専決処分、条例改

正、議決事件、補正予算、決

算認定など17議案が提案さ

れ原案どおり可決しました。ま

た、地球温暖化対策に関する

「地方財源を確保・充実をす

る仕組み」の構築を求める意

見書について、全会一致で採

択し、意見書の提出について

の議員提案も可決しました。

9月定例会
9月11日～9月14日

平成24年 第3回議長報告 ６月定例会以降

月　　日 内　　　　　　　容
6月19日
6月25日
6月27日
7月  2日
7月  4日
7月10日
7月25日
7月28日
8月7日～9日
8月20日
8月23日
8月29日
8月30日
8月31日

松前重義記念会館運営委員会
御船地区防犯協会連合会評議委員会
市街化調整区域活性化連絡協議会
九州中央自動車道建設促進沿線議会熊本・宮崎両県合同理事会及び幹事会
加勢川改修促進期成会総会
上益城郡議長定例会議
地域高規格熊本環状道路建設促進期成会総会
上益城郡消防大会
九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会熊本・宮崎両県合同提言活動
上益城広域連合議会定例会
熊本県地域トップセミナー
熊本県町村議会正副議長研修会
九州地区公民館研究大会及び熊本県公民館大会
熊本県社会教育研究大会

平成２３年度決算状況（一般会計・特別会計）
会計名 歳入総額 歳出総額 歳入・歳出差引残額

一般会計

特
別
会
計

3,997,594,118

1,132,532,085

2,172,765

685,160,065

818,732,346

95,608,663

3,583,568,481

1,032,168,681

1,936,552

645,548,719

760,569,498

92,567,868

414,025,637

100,363,404

236,213

39,611,346

58,162,848

3,040,795

国民健康保険
住宅新築資金等貸付
介護保険
公共下水道事業
後期高齢者医療

単位：円

報
告

○
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

認
定
議
案
認
定
さ
れ
た
議
案

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

議
案
審
議
承
認
・
可
決
さ
れ
た
議
案

　
○
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
専
議
第
４
号 

平
成
24
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
○
熊
本
都
市
計
画
事
業
嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○（
仮
称
）嘉
島
町
文
化
施
設
建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
○
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
分
担
金
に
つ
い
て

　
○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
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嘉島町議会だより 第5号 第2回臨時会・全員協議会・人権研修会

議決事件、補正予算など４議案が提案どおり可決しました。

議決事件
三郎無田地区枝線築造工事（３工区）請負契約の締結について　　（可決）
上島中央南地区枝線築造工事（２工区）請負契約の締結について　（可決）
上島南地区枝線築造工事（１工区）請負契約の締結について　　　（可決）
平成24年度嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）　  （可決）

10月15日開会

第2回臨時会

全員協議会

町議会議員全員で人権研修会を開き
「熊本県人権教育・啓発基本計画」と人権同和問題について学習！

毎年実施されている嘉島町議会議員全体の人権研

修が本年９月14日役場庁議室に県人権同和政策課、

吉田桂司課長補佐並びに同課、西澤俊一課長補佐のお

二人を講師にお招きして開催されました。

熊本県としては本県における人権の重要課題をめぐる

動向などを踏まえて、人権教育、啓発を総合的かつ計画

的に進めるため、平成16年3月に「熊本県人権教育啓

発基本計画」を策定し、その後平成24年3月には、社会

状況の変化等を踏まえて、第2次の改訂を行い、人権教

育啓発を着実に進めながら、あらゆる差別の解消を図っ

ておられる事の説明がありました。その他地域改善対策、人権擁護施設、人権教育、啓発をめぐる経緯について、国

関係の同和対策事業特別措置法制定や地域改善対策協議会意見具申、同和問題の早期解決に向けた今後の方

策について等々内容の説明がありましたが、今だに差別事象がなくならない今日、子どもから大人まで、また学校で

家庭での正しい人権教育啓発が、一番肝要である事は云うまでもありません。私達議員は町執行部と一体となって

今後とも人権教育啓発の重要性を認識して、「差別に気づかない」意識を変えていくためにも、もっと率先して人権

研修で学び差別をつくらない明るい社会の構築に励んでいかなければならないと全議員が自覚した人権研修受

講の報告といたします。

　本町における地籍調査完了（登記完了）後、課税の見直しをする方針が再検討され、調査区毎の登記完了後、

地積が減った（税額が減った）場合は、調査後の新地積で課税し、地積が増えた（税額が増えた）場合は、旧地積

で課税したままとしておき、全調査区の地籍調査完了（登記完了）後、新地積で課税する方針。

　また平成元年頃に整備された三組合（益城、嘉島、西原環境衛生施設組合・御船町甲佐町衛生施設組合・御

船町衛生施設組合）の一部事務組合の広域化に向けた取り組み、子ども議会（Ｐ10関連記事）について、（仮称）

嘉島ジャンクションの名称について等、町長及び担当課より説明がありました。

９月11日開会
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答

問

宮
本 

睦
生 

議
員

　
　こ
の
嘉
島
町
は
、財
政
面
で
は
、

　
　県
内
上
位
に
位
置
し
、全
国
で
も

有
名
企
業
が
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

更
な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
町
で
す
。

　ま
た
、歴
史
・
文
化
面
で
も
古
墳
や

神
社
な
ど
、一
町
民
と
し
誇
れ
る
場
所

が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、私
は
、町
の
主
要
道
路
や
、

役
場
駐
車
場
な
ど
に
看
板
を
設
置
し
、

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
？
と
考
え
ま
す
。今
後
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　企
画
情
報
課
長

　上
益
城
地
域
全
体
と
し
て
統
一
さ

れ
た
広
域
的
な
公
共
サ
イ
ン
を
整
備

す
る
為
、平
成
８
年
に『
上
益
城
地
域

広
域
連
絡
調
整
会
議
』が
設
立
さ
れ
、

『
上
益
城
地
域
広
域
サ
イ
ン
計
画
』が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
に
お
い
て
、平
成
10
年
度

か
ら
平
成
12
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
に

わ
た
り
、町
内
に
は
13
ヶ
所
に
公
共
サ

イ
ン
を
設
置
整
備
し
、公
共
施
設
や
観

光
施
設
な
ど
の
案
内
看
板
等
を
整
備

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、こ
の
３
ヶ
年
で
当

初
計
画
時
の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、平
成
13
年
度
以
降

は
新
規
に
設
置
整
備
は
さ
れ
て
お
ら

ず
、事
業
主
体
で
あ
る『
上
益
城
地
域

広
域
連
絡
調
整
会
議
』も
本
年
２
月
に

解
散
し
て
お
り
ま
す
。

　平
成
13
年
度
以
降
、本
町
に
お
き
ま

し
て
は
、

　＊
高
田
み
ん
な
の
広
場

　＊
嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

　

　＊
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
野
球
場

が
建
設
さ
れ
、来
年
度
以
降
は
、

　＊
嘉
島
町
文
化
施
設

　＊
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
競
技
場

が
完
成
し
ま
す
の
で
、嘉
島
町
総
合
運

動
公
園
競
技
場
の
完
成
時
期
に
合
わ

せ
て
公
共
サ
イ
ン
の
設
置
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、公
共
サ
イ
ン
以
外
の
Ｐ
Ｒ
活

動
と
し
、本
年
６
月
27
日
に
Ｔ
Ｋ
Ｕ
テ

レ
ビ
熊
本
の
情
報
番
組
に
て『
嘉
島
の

水
が
支
え
る
暮
ら
し
と
農
業
』と
題
し

　六
嘉
湧
水
群
や
浮
島

　特
産
品
の
大
豆
商
品

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
テ
レ
ビ
放
送
に
て
県
内

の
多
く
の
方
々
に
嘉
島
町
の
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　更
に
、６
月
21
日
に
は
同
テ
レ
ビ
局

で
嘉
島
町
協
賛
の
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組

　『
田
中
聰
子
物
語
』

が
放
送
さ
れ
、嘉
島
町
の
紹
介
ビ
デ
オ

を
放
送
し
ま
し
た
。

　町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し

て
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
月
平
均
１
万

件
程
度
、観
光
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
に
月

平
均
９
０
０
件
程
度
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
っ
て
お
り
、町
の
情
報
発
信
手
段
と

し
、今
後
更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

答
弁
に
対
し

　総
合
運
動
公
園
競
技
場
の
完
成
時

期
に
合
わ
せ
て
整
備
を
進
め
る
と
の

事
で
す
の
で
是
非
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
影
響
は
、多
大
な
る
効
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、上
手
に
活
用
し
、今
後
も

情
報
発
信
の
充
実
に
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

現在の案内看板

・ いつ、つくったの？
・ 旧庁舎横に設置してある！
・ 現在の庁舎に新看板しＰＲ活動を！

嘉島町のPR活動について？
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答

答

答

問

問

問

　
　嘉
島
中
学
校
の
一
部
の
学
科
で

　
　授
業
が
充
実
し
て
な
い
実
態
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、把
握
さ
れ
て
い
ま

す
か
。こ
の
件
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、ま
た
、２
年
生

は
２
ク
ラ
ス
で
す
が
、嘉
島
町
と
し
て

３
ク
ラ
ス
に
な
ら
な
い
の
か
尋
ね
ま

す
。　　

　学
校
教
育
課
長

　学
習
指
導
要
領
の
基
本
で
あ
る「
生

き
る
力
」の
確
実
な
実
施
を
目
指
し
、

嘉
島
町
教
育
目
標
に
基
づ
い
て
将
来

の
嘉
島
町
を
担
う
子
供
達
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。昨
年
、中
学
校

の
あ
る
学
級
で
一
部
生
徒
の
授
業
態

度
が
悪
く
、授
業
に
集
中
で
き
な
い
等

の
状
況
が
あ
っ
た
た
め
、教
育
委
員
会

で
は
支
援
員
や
複
数
の
臨
時
教
員
を

配
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、現
在
で
は
相
当
な

改
善
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、生
徒

も
落
ち
着
い
て
学
習
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　今
年
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

に
嘉
島
中
も
自
主
参
加
し
ま
し
た
。国

語
と
理
科
で
は
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　数
学
は
平
均
を
わ
ず
か
に
下
回
っ

て
い
ま
し
た
が
、今
後
は
全
て
が
平
均

を
上
回
る
よ
う
に
学
校
と
連
携
し
て

鋭
意
努
力
い
た
し
ま
す
。２
年
生
を
嘉

島
町
と
し
て「
３
ク
ラ
ス
」に
な
ら
な

い
か
と
の
件
で
す
が
、
法
律
で
40
名

を
１
ク
ラ
ス
と
す
る
条
項
が
あ
り
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　本
年
度
予
算
に
８
億
４
５
９
０

　
　万
円
の
町
債
が
計
上
さ
れ
文
化

施
設
整
備
事
業
に
３
億
４
７
０
０
万

円
、都
市
公
園
事
業
に
２
億
２
５
０
０

万
円
、道
路
整
備
事
業
に
２
３
８
０
万

円
、
橋
梁
整
備
事
業
に
１
０
１
０
万

円
、臨
時
財
政
対
策
債
に
２
億
４
０
０

０
万
円
借
り
入
れ
る
予
算
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、臨
時
財
政
対
策
債
の
歳
出

内
訳
及
び
借
入
先
と
償
還
方
法
は
返

済
計
画
を
尋
ね
ま
す
。

　
　総
務
課
長

　臨
時
財
政
対
策
債
は
国
か
ら
地
方

自
治
体
に
交
付
す
る
地
方
交
付
税
の

原
資(

資
金)

が
足
り
な
い
た
め
、不
足

分
の
一
部
を
と
り
あ
え
ず
臨
時
財
政

対
策
債
と
し
て
地
方
自
治
体
に
借
金

を
さ
せ
て
窮
状
を
し
の
ぎ
、借
金
の
返

済
時
に
地
方
自
治
体
に
返
す
と
い
う

趣
旨
で
設
け
ら
れ
て
い
る
交
付
税
措

置
の
あ
る
地
方
債
で
、特
徴
と
し
て
借

り
た
お
金
を
自
由
に
使
え
、返
済
額
の

１
０
０
％
を
地
方
交
付
税
と
し
て
措

置
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　地
方
一
般
財
源
の
不
足
分
に
対
処

す
る
た
め
、地
方
交
付
税
の
代
わ
り
と

し
て
、地
方
団
体
の
標
準
的
な
財
政
需

要
を
財
源
保
障
す
る
地
方
財
政
法
の

特
例
と
し
て
発
行
さ
れ
る
地
方
債
で

す
の
で
、特
定
さ
れ
た
歳
出
内
訳
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　資
金
の
借
入
れ
と
償
還
に
つ
き
ま

し
て
は
、市
町
村
に
対
し
て
は
全
額
公

的
資
金
を
配
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、ま
た
、公
的
資
金
を
配
分
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、ま
た
、公
的
資

金
の
配
分
に
つ
い
て
一
定
額
以
内
は

国
の
財
政
融
資
資
金
の
借
入
れ
と

な
っ
て
お
り
、資
金
の
基
準
年
数
に
基

づ
き
20
年
と
し
て
借
入
れ
を
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　
　全
国
の
湖
で
外
来
魚
の
繁
殖
が

　
　問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、浮
島

に
も
外
来
魚
が
繁
殖
し
て
い
る
よ
う

で
す
。外
来
魚
の
放
置
は
生
態
系
及
び

自
然
環
境
の
破
壊
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。早
期
の
対
策
が
必
要
と
思
い
ま

す
が
。

　
　農
政
課
長

　特
定
外
来
生
物
の
魚
類
と
し
て
環

境
省
は
現
在
13
種
を
指
定
し
て
い
ま

す
。そ
の
代
表
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、ブ

ル
ー
ギ
ル
等
は
意
図
的
な
放
流
な
ど

で
全
国
に
急
速
な
分
布
を
拡
大
し
在

来
生
物
群
集
及
び
生
態
系
へ
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。国
は
特
定
外

来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被

害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
を
平
成
17

年
に
施
行
し
、
特
定
外
来
生
物
の
飼

養
、栽
培
、保
管
、運
搬
、ま
た
は
輸
入
、

野
外
に
放
す
こ
と
な
ど
を
原
則
禁
止

し
て
い
ま
す
。

　外
来
魚
の
駆
除
に
関
し
て
は
、水
産

庁
が
外
来
魚
に
よ
る
漁
業
被
害
の
防

止
ま
た
は
軽
減
を
図
る
た
め
、全
国
内

水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
対
し

て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。熊
本
県
で
は

緑
川
漁
業
協
同
組
合
な
ど
が
魚
類
生

息
調
査
を
し
た
り
駆
除
し
て
、あ
る
程

度
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　浮
島
に
つ
い
て
は
町
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
釣
り
上
げ

た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
等

は
そ
の
場
で
放
さ
な
い
よ
う
に
、取
り

扱
い
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・楽しく学び個性と感性を
　　　　　育むまちづくり
・町債について
・外来魚の駆除を

鍋
田 

　平 

議
員

外来魚
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答

答

答

問

富
山 

　勝 

議
員

　
　滋
賀
県
大
津
市
で
起
き
た
中
２

　
　年
い
じ
め
自
殺
事
件
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
り
今
も
ど
こ
か
で
起

き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
小
さ
な
い
じ

め
を
如
何
に
重
大
事
案
に
な
る
前
に

未
然
に
防
ぐ
事
が
大
事
と
思
い
ま
す
。

又
い
じ
め
摘
発
８
割
が
中
学
生
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
町
、学
校
教

育
課
に
次
の
４
事
項
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

①
現
在
町
小
、中
学
校
で
の
い
じ
め
問

題
に
関
す
る
事
例
は

②
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
小
さ
な
い

じ
め
を
重
大
事
案
と
さ
せ
な
い
た

め
の
対
策
、指
導
は

③
町
民
か
ら
の
い
じ
め
問
題
に
関
す

る
相
談
、情
報
提
供
窓
口
の
設
置

は
あ
る
の
か
？

④
児
童
の
い
じ
め
に
関
し
て
そ
の
被

害
者
の
支
援
と
、い
じ
め
の
な
い

教
育
環
境
作
り
は

　
　学
校
教
育
課
長

　①
に
つ
い
て
、
毎
年
11
月
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は「
今
の
学
年
に
な
っ

て
、い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」と
言
う
質
問
に
対
し
て
、小
学
校

児
童
で
10
％
の
48
人
、中
学
校
生
徒
で

７
％
の
18
人
が「
い
じ
め
ら
れ
た
」と

答
え
て
い
る
、そ
の
な
か
で
、「
ど
ん
な

い
じ
め
を
受
け
ま
し
た
か
」と
の
質
問

に「
冷
や
か
さ
れ
た
り
、か
ら
か
わ
れ

た
り
し
た
」と
か「
言
い
が
か
り
を
つ

け
ら
れ
た
り
し
た
」が
70
％
を
超
え
て

い
る
。そ
れ
以
外
に
は「
自
分
の
物
を

隠
さ
れ
た
。汚
さ
れ
た
」「
お
金
や
物
を

取
ら
れ
た
」「
殴
ら
れ
た
り
、蹴
ら
れ
た

り
し
た
」な
ど
が
あ
り
、今
年
８
月
に

実
施
さ
れ
た
緊
急
調
査
で
は
小
学
校

児
童
が
32
人
、中
学
校
生
徒
で
６
人
と

な
っ
て
い
る
。又
学
校
か
ら
の
報
告
の

あ
り
ま
し
た
事
例
で
は
、遊
び
仲
間
の

一
人
が
、他
の
仲
間
か
ら「
い
じ
め
」ら

れ
た
と
担
任
の
先
生
に
相
談
、先
生
は

早
速
、教
頭
、校
長
に
校
長
か
ら
教
育

委
員
会
へ
報
告
。
そ
の
後
学
校
で
は

「
い
じ
め
」の
事
実
確
認
作
業
を
行
い

最
終
的
に
は
「
い
じ
め
」
ら
れ
た
と

言
っ
て
い
た
子
供
が
勘
違
い
し
て
い

た
と
判
明
。し
か
し
普
段
か
ら
児
童
生

徒
の
表
情
や
行
動
に
目
を
配
っ
て
行

く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　②
に
つ
い
て
、い
じ
め
を
発
見
、認

識
し
た
時
点
で
、早
急
に「
い
じ
め
」の

事
実
確
認
や
具
体
的
な
内
容
把
握
に

努
め
、学
校
全
体
で
関
わ
り
を
持
ち
、

事
に
よ
っ
て
は「
い
じ
め
ら
れ
た
児
童

の
保
護
者
」や「
い
じ
め
た
児
童
の
保

護
者
」の
双
方
の
保
護
者
等
を
含
め
た

説
明
会
な
ど
を
開
き
、お
互
い
の
保
護

者
が
納
得
し
、大
事
に
至
る
前
に
対
処

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　④
に
つ
い
て
被
害
者
の
支
援
に
つ

い
て
は
前
述
し
ま
し
た
が
特
に
気
に

な
る
児
童
生
徒
に
は
、担
任
や
学
年
主

任
な
ど
が
積
極
的
に
、家
庭
訪
問
な
ど

を
繰
り
返
し
行
い
、平
常
心
を
取
り
戻

す
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。又
教
育
環
境
作
り
は
、児
童
生
徒

が
個
々
の
違
い
を
認
め
合
い
、相
手
の

立
場
に
た
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら「
豊
か
な
心
を
育
む
」

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
普
段
か
ら

児
童
生
徒
の
表
情
や
行
動
等
を
、注
意

深
く
見
詰
め
て
行
く
よ
う
心
が
け
て

い
き
ま
す
。

　
　町
民
課
長

　③
に
つ
い
て「
い
じ
め
」の
特
定
の

相
談
窓
口
は
な
い
が
児
童
、高
齢
者
、

障
害
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
虐
待
等
の
相

談
に
つ
い
て
は
現
在
は
、各
、担
当
者

が
窓
口
と
な
り
保
健
師
や
警
察
等
と

相
談
の
う
え
そ
の
対
応
に
当
た
っ
て

い
る
。又
、保
護
を
要
す
る
者
に
つ
い

て
は
、直
接
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
担

当
者
で
個
別
の
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催

し
、今
後
の
具
体
的
な
支
援
の
内
容
等

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　教
育
長（
総
括
）

　い
じ
め
問
題
は
、今
、社
会
問
題
に

ま
で
発
展
し
て
、大
変
な
議
論
を
呼
ん

で
お
り
ま
す
が
、教
育
委
員
会
に
身
を

置
く
者
と
い
た
し
ま
し
て
も
、他
人
事

で
は
な
く
、い
じ
め
問
題
は
何
時
で
も

何
処
で
も
起
こ
り
得
る
重
大
問
題
と

し
て
深
刻
に
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

私
は
、い
じ
め
問
題
が
社
会
問
題
に
な

る
以
前
か
ら
、毎
月
、開
催
し
ま
す
町

の
校
長
会
議
で「
い
じ
め
が
起
き
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
注
意
し
て
先
生
方

を
指
導
し
て
頂
き
た
い
」と
お
願
い
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今
回
の
い
じ

め
問
題
報
道
を
う
け
て
、丁
度
、町
内

の
先
生
方
全
員
が
集
ま
る
研
修
会
が

あ
り
ま
し
た
の
で「
日
頃
か
ら
い
じ
め

問
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る

が
、同
じ
、学
校
に
身
を
置
く
者
の
立

場
か
ら
、他
所
で
起
き
て
い
る
問
題
と

し
て
で
な
く
、自
分
の
学
校
の
問
題
と

し
て
受
け
止
め
、こ
れ
ま
で
に
倍
す
る

気
持
で
い
じ
め
問
題
に
真
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。」と
訴
え

ま
し
た
。嘉
島
町
と
し
て
も
、こ
れ
か

ら
の
活
動
を
通
じ
小
、中
学
校
の
状
況

を
常
に
把
握
し
な
が
ら
、い
じ
め
問
題

の
防
止
と
解
消
に
万
全
を
期
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

各種いじめ
防止対策について
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（委員長）木下　徹　（副委員長）富山　勝　（委員）岡　牧生　（委員）河原　泉

日時　平成24年7月25日

場所　夕張郡長沼町役場

内容　グリーンツーリズム事業、トマト、米、麦、大豆、生産農家訪問

　グリーンツーリズム事業（農家民宿等）を平成17年から推進し現在、全国から小中学校、高校の修

学旅行児童生徒4,500名を受け入ており農業を体験し、寝食を共にして農家の家族とのふれあい、

交流を図っている。また、併せてどぶろく特区（濁り酒製造、販売）を設け、5戸の農家が酒造製造販売

の免許を収得して農家民宿と共に、より生産性の高い農業経営を実践し、農家の収益を図りながら町

の活性化にも繋げており、

農家での現地研修も含め、

地域ならではの発想と取り

組みに研修成果を実感し

た。　

場所　空知郡南幌町役場

内容　子育て支援全般について

　子育て支援（子育ての町なんぽろをめざして）を行い、なんぽろ子育て支援ガイドブック、南幌町子

育て支援ネットワーク協議会等を設置し、色々な取り組みが実施されている。

　その中でも特に子育て支援米として離乳食講習会、乳幼児健診（１歳６ケ月児、３歳児）の受診者

に南幌産米（農薬や化学肥料を極力抑えた工程で生産された安全、安心なお米なんぽろピュアライ

スななつぼし）を支給されています。

　子供の健康支援、保育所、幼稚園の紹介、子育ての経済的支援、医療費自立支援南幌町ファミ

リーサポートセンター事業等を行っており、子供の全般的支援として、「あなたの子育てお手伝いしま

す」と町全体で支援し、町民に呼びかけ子育てを応援している事を研修しました。我が嘉島町も子育

てには色々な取り組みがされているが、今回の研修を通じて本町の子育て支援の大切さを感じまし

た。

【研修者】

【研修１】

【研修2】

長沼町トマト農園にて

長沼町玉ねぎ畑
そらち
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・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例について
　＊対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関し基準の一部改正
　　（変更後）火災予防条例（変電設備）第11条に（急速充電設備）第11条の2が追加　
・平成23年度一般会計歳入歳出決算の認定について
　＊歳入総額　765,759,283円　　歳出総額　754,088,572円
・平成24年度一般会計補正予算（第1号）について
　＊歳入・歳出予算の総額にそれぞれ9,642,000円を追加。
・救急自動車寄贈に伴う艤装及び高度救命処置用資機材整備の契約締結について
　＊（寄贈元）　アステラ製薬株式会社
　　（契約金額）11,928,700円（税込）
　　（契約先）　熊本トヨタ自動車株式会社

上益城消防組合議会

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合議会

平成24年第2回定例議会（平成24年8月10日開催）議会報告

条例改正・認定・契約締結の4議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

・専決処分の報告及び承認について
 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・平成23年度御船地区衛生施設組合一般会計歳入歳出決算の認定について
・御船地区衛生施設組合し尿処理場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・平成24年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第1号）について

平成24年第2回定例会（平成24年10月19日開催）議会報告

専決処分、決算認定など4議案が提案され、原案のとおり承認及び可決されました。

専決処分、決算認定など４議案が提案され、原案のとおり承認及び可決されました。

御船地区衛生施設組合議会

・専決処分の報告及び承認について
 上広専第1号　熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・平成23年度上益城広域連合一般会計歳入歳出決算認定について

議会報告

専決処分、決算認定など2議案が提案され、原案のとおり承認及び可決されました。

上益城広域連合議会

平成24年第2回定例（平成24年8月9日開催）議会報告

議案　1・専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　　　　（1） 専決第１号　熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更第４号中「熊本市」の次に「東区」を加える。　　　
　　　　（2） 専決第2号　益城、嘉島、西原環境衛生施設組合火葬場の設置及び管理に関する条例の一部改正
　　　　　　組合条例第2条1号中「、又は外国人登録法（昭和27年法律第125号）による登録者」を削る。
　　　　　　　※改正前　第2条第1項　地域住民　組合を構成する益城町、嘉島町、西原村の住民基本台帳に
　　　　　　　　　　　　登録された者、又は外国人登録法（昭和27年法律第125号）による登録者
　　　　　　　※改正後　第2条第1項　地域住民　組合を構成する益城町、嘉島町、西原村の住民基本台帳に
　　　　　　　　　　　　登録された者
議案　2・平成23年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計決算認定について
　　　　　　歳入決算額　441,906,901 円
　　　　　　歳出決算額　391,244,584 円　　差引残額　50,662,317 円
議案　3・益城町、嘉島町、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第1号）
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平成24年7月17日

九州中央自動車道建

設促進沿線議会協議

会総会、決起大会が、

熊本、宮崎両県合同で

今年は御船町カルチャ

ーセンター大ホールで

開催されました。また平

成24年8月24日には、

九州中央自動車道建

設促進協議会並に熊

本県宮崎県合同期成

会主催による九州中央

自動車道建設促進地

方大会が、熊本県側の

熊本市城南町火の君文化センター大ホールで開催されました。二つの大きな大会で特筆されたのは、公務

多端で仲々出席されなかったが本年は蒲島郁夫熊本県知事協議会副会長や河野俊嗣宮崎県知事協議会

会長の両名が出席されて、両知事より是非とも本路線の早期完成を期するべく頑張るとの心強いあいさつも

ありました。そのほか両県関係市町首長や議会議員、区長等関係する諸団体からも多数出席され、大盛会

での開催でありました。この二つの大会も熊本、宮崎両県合同で一年毎の開催となっていて広く県民への周

知を図られています。この二つの大会を経て両県沿線市町の首長、議長は国を始め関係機関への提言活

動を毎年実施されています。本年も去る8月7日より9日まで国土交通省等、その提言活動も実施致しました。

継続は力なりとか、完成するまでこの大会や提言活動は実施されます。なお大会決議書や提言書に示され

た事項を抜粋してご紹介します。

現在の九州中央部における高速交通体系の整備は大きく遅れており、本路線の早期完成は重要かつ緊

急の議題となっている。ついては、九州中央自動車道の建設にかける、熊本及び宮崎両県の沿線住民110

万人の多年にわたる悲願を早期に達成するため、国に対して早期に建設促進を進められるよう大会決議が

満場一致で決定されました。

なお、本路線の整備により、新たな物流の大動脈が形成され、地域の産業、文化等の振興を通じた人的

交流が図られるだけでなく、先年の東日本大震災でも実証されているように災害時の代替ルートや救急医

療の搬送ルートとして機能するなど、その役割が大いに期待されています。今後は本地方大会を契期に一日

も早い完成に向けて建設促進が出来ますよう私達は、町長を始め執行部と議会も一体となって努力してまい

りたいと思います。以上で九州中央自動車道建設促進地方大会等の報告といたします。

九州中央自動車道建設促進と早期完成を
めざした、二大会及び提言活動報告

嘉島町議会　議長　津出　悦男

熊本市城南町火の君文化センター



嘉島町議会だより 第5号

10

監査委員全国研修会・子ども議会

「第22回町村監査委員全国研修会」開催される!!

「子ども（中学生）議会が開かれる」14人登壇し幅広い視点で活発に質問

髙木　伸一（代表監査委員）
川上　國治（議会選出監査委員）

嘉島町議会　議長　津出　悦男

東京メルパルクホール

嘉島町役場３階議場

去る平成24年10月3日～4日、東京メルパルクホールに於い
て全国町村監査委員協議会主催の町村監査委員全国研修会
に、代表監査委員、議会選出監査委員、監査事務局担当職員と3
人で出席しました。
研修会に先立ちまして、平成24年度町村監査功労者の表彰式
があり全国の監査委員73名、監査事務職員3名、計76名（熊本
県内9名）が受賞されました。来賓祝辞として、総務大臣（代理審
議官）、全国町村会会長、全国町村議会議長会会長の挨拶があ
りました。その後1日目の研修会に入り「地方公営企業会計制度

の見直し」と題して、総務省自治財政局公営企業課長の木幡浩氏が、①健全化判断比率等の概要について②将来
負担比率の算定基礎③公営企業・第3セクター等の財政健全化④企業会計と官庁会計の相違点⑤地方公営企
業会計制度等の見直しの背景⑥見直しに当たっての基本的な考え方・見直しの全体像等々について講演がありま
した。
次に、「地方自治の展望と課題」と題して、日本経済新聞論説委員兼編集委員の谷隆徳氏が①難航した地方自
治法の改正②先送りされた監査制度の見直し③地域主権改革はどうなったか④台風の目になった大阪維新の会
⑤道州制は再浮上するかについて講演がありました。
2日目の研修会は「地方自治監査実務」と題して自治大学校客員教授、公認会計士・税理士の池田昭義氏が①
監査の意義・位置付→会計上の誤謬と不正②監査の機能→近代監査→試査主義・証拠中心主義③効率的監査
の仕方④監査報告書の書き方⑤監査・検査・審査の有機的な関連→部分監査⑥財政健全化法監査について等
の研修がありました。
この研修を受けて、今後の監査事務に生かしていきたいと考えております。大変有意義な研修だったと思います。

嘉島中学校３年生による「子ども議会」が10月２日
開かれました。
始めに六嘉教育長より「子ども議会」開催の目的とし
て、中学生として学ぶ教科の中に公民の章で、町政や議
会の仕組みを理解し政治を身近に感じてもらう為に、
初めて企画実施された事、次に荒木町長より本町の今
日までの町政発展に至るまでには、水害常襲地帯のた
めの河川改修工事や町財政力及び雇用促進のための
サントリー工場、ダイアモンドシティ（クレア）等の企業
誘致運動等、町のあらゆる方々の先人達が努力し苦労
して築いて来られた結果、住んでみたい町、住んでよ
かった町へと発展した事等の町の概要説明がありまし
た。この後中学３年生15人が議員、議長となった。代表
は少し緊張した表情を見せながらも堂 と々登壇し、14
人が子ども独自の視点で町政全般にわたり幅広く活発に質問を行った。なお14人の議員による質問内容は各々大
事な視点をとらえての質問でありましたが、町予算の決め方や特に教育に充てられる予算は、また国税のほか地方
税の具体的な内容について、中学生を始めとした通学路の安全確保の整備状況今後の安全対策等の質問は、い
い質問であったと思うし、答弁に当たった担当課長も終始熱心に一つ一つ丁寧に分かりやすく答えていた。
なお、議長の大役を果たした前田風音さんを始め、質問に登壇した14人の代表議員も、無事に議事進行が出来
た事、自分たちの思いが質問に出来た事を大変喜んでいて、反面無事に終わってホッとした姿が印象的でした。最
後に大貝知加さんが代表して、初めての子ども議会を開いていただき３年生全員が「町政の事が分かり大変貴重
な経験になった事、今後は勉学にもこの体験をいかしてしっかりと頑張りたい」とのお礼の言葉がありました。
開かれた議会づくりと、子どもの目線の意見を町政に反映させるためにも、初めての「子ども議会」は有意義なも

のだったと思うと同時に、私達議員の役割は住民を代表して、執行部をチェックし、それを正し、また、住民の声や意
見を町政に届ける要望、各種調査研修行政視察等住民の代表者としての活動が基本であるとの意識で「子ども議
会」の活発さに負けないようお互いがなお一層努力しなくてはと痛感しました。
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議会活動 （平成24年8月～10月まで）

議 会 活 動

8月  1日
8月  9日
8月10日
8月24日
9月  3日
9月11日
  ～14日まで
9月11日
9月14日
9月21日
  ～30日まで
9月25日
  ～27日まで
9  月28日～
10月31日
10月  2日
10月3日～4日
10月15日
10月19日
10月30日

嘉島町総合運動公園野球場落成式
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会第2回定例会
上益城消防組合議会第2回定例会
九州中央自動車道建設促進地方大会
議会運営委委員会

嘉島町議会平成24年第3回定例会

全員協議会
議会議員人権研修会

秋の全国交通安全運動期間における交通当番

建設常任委員会行政視察研修

広報特別委員会（第5号・編集会議）

子ども議会
全国監査委員研修会
第2回臨時議会
御船地区衛生施設組合議会第2回定例会
くまもと明日を考えるシンポジウム

嘉島町総合運動公園
益城町クリーンセンター
組合会議室
火の君文化センター
役場庁議室

役場議会議場

役場議員控室
役場庁議室

嘉島町内

茨木県五霞町
宮城県七ヶ浜町ほか

第1回～第4回

役場議会議場
東京メルパルクホール
役場議会議場
御船町地区衛生施設組合
熊本テルサ

月　日 項　　目 場所等

シリーズ その4 地方議会について

民主的で効率的・能率的に会議を運営するためには、いろいろな会議の原則があります。
会議の主な諸原則

議事公開の原則…………地方自治法第115条で議事公開の原則を明らかにしています。
①傍聴の自由②報道の自由③会議録の公表の3つの要素からなっております。
　ただし、出席議員の3分の2以上の多数で議決した場合には、秘密会として会
　議を非公開にすることができます。

定足数の原則……………会議は一定数以上の議員が出席しなければ開くことができません。
この必要最小限度の出席議員を定足数といいます。定足数は、議員定数（嘉島町
議会議員定数11人）の半数以上となっております。

過半数議決の原則………会議で議題となった案件の可否を決めるときは、 「半数より多い数で決める」
ことをいい、半数を超える賛成があれば、全会一致でなくても、それを全体の意
思とみなす原則です。議長は議決に加わることはできませんが、賛成と反対が
同数になったときには、議長の判断により決定がなされます。

一議事一議題の原則……会議においては、すべて1件ずつ議題として取り上げ審議するのを建前とする
原則です。ただし、一括した方が能率的で合理的な場合に限って、この原則の例
外として一括議題の取扱いができます。

一事不再議の原則………本会議で一度議決した同一の議題については、同一会期中においては再び提案
できないこととされ、審議されることはないという原則です。

会期不継続の原則………議会は会期ごとに独立して活動し、前の議会と後の議会の会期は継続しないと
いう原則です。会期中に議決に至らなかった議案などは、審議未了として会期
終了と同時に消滅することになります。ただし、案件を特定して、本会議で継続
審査の議決をした場合には、会期終了後にも委員会で審査したり、調査したり
することができます。
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次の定例議会は、12月に開催予定です。
議会開催場所は、嘉島町役場3階議場です。

・傍聴人受付簿に傍聴年月日、住所、氏名年齢を記入するだけです。
・議会当日又は事前に申し込むこともできます。
・傍聴できる定員は16名です。
その他、議会に関することは議会事務局へお尋ねください。　☎096-237-1111（代表）

傍聴要領

傍聴席

役場駐車場にて


